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衆
議
院
議
員
八
幡
愛
君
提
出
文
化
庁
が
「
ク
リ
エ
ー
タ
ー
や
権
利
団
体
は
Ａ
Ｉ
技
術
や
契
約
の
知
見
が
乏
し
い
」
と
発
言
し

た
と
の
報
道
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
八
幡
愛
君
提
出
文
化
庁
が
「
ク
リ
エ
ー
タ
ー
や
権
利
団
体
は
Ａ
Ｉ
技
術
や
契
約
の
知
見
が
乏
し
い
」
と
発

言
し
た
と
の
報
道
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
ク
リ
エ
ー
タ
ー
や
権
利
団
体
」
の
属
性
や
業
種
は
様
々
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
者
が
創
作
し
、
又
は
取
り
扱
う

著
作
物
等
の
種
類
も
様
々
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
「
Ａ
Ｉ
技
術
や
契
約
」
の
種
類
や
個
々
人
の
「
知
見
」
の
程
度
は
様
々
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
「
ク
リ
エ
ー
タ
ー
や
権
利
団
体
」
が
有
す
る
「
知
見
」
の
程
度
に
つ
い
て
、
一
概
に
評
価
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
が
、
「
Ａ
Ｉ
と
著
作
権
に
関
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
」
（
令
和
六
年
三
月
十
五
日
文
化
審
議
会
著
作
権
分
科
会
法

制
度
小
委
員
会
取
り
ま
と
め
。
以
下
「
本
考
え
方
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
民
間
の
当
事
者
間
に
お
い
て
、
・
・
・
生

成
Ａ
Ｉ
及
び
こ
れ
に
関
す
る
技
術
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
の
獲
得
・
・
・
な
ど
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
、
Ａ
Ｉ
の
適
正
な
開
発

及
び
利
用
の
環
境
を
実
現
す
る
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
「
文
化
芸
術
分
野
の
適
正
な
契
約
関

係
構
築
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
検
討
の
ま
と
め
）
」
（
令
和
四
年
七
月
二
十
七
日
文
化
芸
術
分
野
の
適
正
な
契
約
関
係

構
築
に
向
け
た
検
討
会
議
公
表
、
令
和
六
年
十
月
二
十
九
日
改
訂
。
以
下
「
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、

「
芸
術
家
等
は
、
・
・
・
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用
や
研
修
会
へ
の
参
加
な
ど
に
よ
り
契
約
に
関
す
る
知
識
を
深
め
」
る
「
こ



 

２ 

 

と
が
期
待
さ
れ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
考
え
方
に
お
け
る
「
生
成
Ａ
Ｉ
及
び
こ
れ
に
関
す
る
技
術
」
や

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
「
文
化
芸
術
に
関
す
る
業
務
の
契
約
」
に
対
す
る
理
解
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
お
尋
ね
の
「
ク
リ
エ
ー
タ
ー
や
権
利
団
体
」
が
有
す
る
「
知
見
」
の
程
度
に
つ
い
て
、

一
概
に
評
価
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
こ
ろ
、
「
ク
リ
エ
ー
タ
ー
や
権
利
団
体
」
が
有
す
る
「
知
見
」
が
一
般
的
に
「
乏

し
い
」
と
の
見
解
を
有
す
る
「
部
署
」
の
存
在
は
承
知
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
「
職
員
」
が
有
す
る
「
ク
リ
エ
ー
タ
ー
や
権

利
団
体
」
の
「
Ａ
Ｉ
技
術
や
契
約
の
知
見
」
の
程
度
に
係
る
見
解
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
お
尋
ね
の
「
ク
リ
エ
ー
タ
ー
や
権
利
団
体
」
が
有
す
る
「
知
見
」
の
程
度
に
つ
い
て
、

一
概
に
評
価
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
こ
ろ
、
「
ク
リ
エ
ー
タ
ー
や
権
利
団
体
」
が
有
す
る
「
知
見
」
が
一
般
的
に
「
不

足
」
し
て
い
る
と
の
「
行
政
機
関
の
一
部
」
に
お
け
る
「
認
識
ま
た
は
発
言
が
確
認
さ
れ
た
場
合
」
に
つ
い
て
、
政
府
と
し

て
対
応
す
る
か
否
か
及
び
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
的
な
事
案
に
応
じ
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い



 

３ 

 

る
。 


